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米国三菱商事財団 メキシコの沿岸部湿地帯の保全活動を支援 

～鳥類生息地の保護に向けた取り組みの一環～ 

 

米国三菱商事財団（Mitsubishi International Corporation Foundation、以下 MICF）は、米

国鳥類保護団体(American Bird Conservancy、以下 ABC)に対し、メキシコのバイヤ・サンタマ

リア地区における重要鳥類生息地保護の費用として 20 万 6 千米㌦の寄付を行いました。同寄付

金を元に、ABC 及びメキシコにおける ABC のパートナー環境保全団体プロナチュラ・ノロエス

テ（Pronatura Noroeste、以下 PN）は、約 350 万㎡の沿岸湿地を購入し重要鳥類の保護地区と

します。また、MICF の寄付金がてこになり、北米湿地保全法の下、米連邦資金 23 万 8千㌦（※）

が新たに供出されます。両団体はこれを元に約 3000 万㎡に及ぶ湿地の水流修復作業を行ないま

す。PN は今後、同湿地を私有自然保護区の核として管理・運営していくこととなります。 

 

※ 1989 年に施行された北米湿地保全法（North American Wetlands Conservation Act）は、 

  米国・カナダ・メキシコの湿地保全プロジェクトへの個人並びに団体の助成金に対し、 

  連邦資金がマッチング・グラントとして授与される事となっている。 

 

カリフォルニア湾沿岸に位置するバイヤ・サンタマリアは、湿地をすみかとする越冬性鳥類が

多数見られることで知られており、複雑に入り組んだ沿岸及び河口に世界全体の四分の一にあ

たる数のヒメハマシギが生息しています。バイヤ・サンタマリアは、メキシコの 6 大鳥類保護

地域の一つとされており、他にもアオアシカツオドリ、ワライカモメ、オグロカモメ、アメリ

カオオアジサシ、アメリカコアジサシ、アメリカオオソリハシシギ、アメリカダイシャクシギ、

アシナガシギ等を見ることができます。 

 

メキシコの西部沿岸の湿地帯の多くはエビの養殖場になっており、その他の場所でも水路の迂

回工事のために自然が破壊され、鳥類の生息が困難になっています。バイヤ・サンタマリアの

湿地帯でも数十年前、エビ養殖場を造るために排水工事が行われました。当時造られた堤防に

より、養殖事業が撤退した現在でも、環境被害が残っています。 MICF は今後、ABC 並びに PN

と共に、同地域をさらなる開発から保護し、自然の水流を復旧する取り組みを推進していきま

す。 

 



＜米国鳥類保護団体（American Bird Conservancy）について＞ 

American Bird Conservancy は、南北アメリカの原生野鳥及びその生息地の保護に特化する唯

一の鳥類保護団体です。ABC は、珍しい鳥類の保護、生息地の修復及び危険物の除去を行い、

多くの団体・企業・政府と協力関係を結びながら、保護運動の拡大並びに資金集めに取り組ん

でいます。 

 

＜米国三菱商事財団(MICF)について＞ 

MICF は、米国三菱商事が 1992 年に、三菱商事と共に設立した、ニューヨークを本拠地とする

財団です。現在の基本財産は 6 百万米㌦近くに及び、これまでに南北アメリカにおいて 3 百万

米㌦強を環境や自然社会を支援する組織に提供してきました。ABC には、2001 年より寄付を実

施してきました。 


